The First Governor in Aomori Prefecture : Tsushima Bunji Part.2 by 藤本 一美
青森県の初代民選知事・津島文治
─“井戸塀政治家”の歩み 第2章─
























































































































































































































































































































































































































地区 総数 得票数 割合(％) 地区 総数 得票数 割合(％)
栄 432 237 54.86 板柳 1,141 221 19.36
五所川原 1,546 469 30.33 六郷 534 236 44.19
喜良市 441 274 62.13 武田 738 481 65.17
松尾 612 300 49.01 鶴田 1,056 347 32.85
三好 451 256 56.76 中里 737 425 57.66
梅沢 619 388 62.68 小阿彌 628 247 39.33
飯詰 463 227 49.02 内潟 692 261 37.71
七和 608 357 58.71 脇元 172 104 60.46
長澤 513 385 75.04 相内 247 170 68.82
嘉瀬 789 547 69.32 小泊 355 211 59.43
沿川 499 416 83.36 (北郡計) 14,822 7,698 51.93
金木 1,046 898 85.85 第2区合計 65,525 11,181 17.06


































































































































































































































































































































































































































































































































































年 総得数 青森市 東郡 北郡 西郡
1946 （衆院選) 32,768 420 701 14,796 6,678
1947 （知事選) 177,818 20,515 19,862 29,203 23,789
1950 (知事選) 269,570 24,437 29,628 33,757 26,910
1954 (知事選) 161,445 15,424 11,150 23,424 21,569
1958 (衆院選) 42,648 23,684 5,570 …… ……
1960 (衆院選) 50,686 28,359 6,870 …… ……
1963 (衆院選) 48,910 26,988 5,324 …… ……
1965 (参院選) 183,439 31,664 6,260 14,542 4,786


















































































































































































































































































































































































































































































（79) ｢参院選 立候補者の横顔2 津島文治氏（67歳）」『東奥日報』1965年6月16
日。
（80) 『陸奥新報』1965年7月5日，佐藤尚武，笹森順造については，藤本，前掲書
『戦後青森県の保守・革新・中道勢力─青森県選出の国会議員』第一部を参照。
笹森は，中央官庁への陳情や橋渡しは，本来知事がやるもので，衆参議員は，
全国民の代表であって，一地方の便宜のために動くものではない，という認識
を抱いていた。だから，選挙区民が陳情に来るのをいやがった。日本国憲法で
は，国会議員は「全国民の代表」だと，位置づけられている。津島が単純にそ
う考えたとは思わないが，理屈としては通っている。
（81) 『東奥日報』1971年6月28日。
（82) ｢参院選─地方区の終盤戦をみる」同上，1965年7月1日。
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（83) 同上，1971年6月28日。
（84) 『青森県議会史 自昭和46年～至昭和49年』〔青森県議会，1987年〕，13頁。
（85) 『東奥日報』1971年6月28日。
（86) 木村，前掲書，『青森県参議院議員選挙』，43頁。
（87) ｢参院選事務所めぐり①─津島候補」『東奥日報』1971年6月19日。
（88) ｢候補者の横顔＝参院選地方区，自民党 津島文治氏(73）」同上，1971年6月
7日（夕）。
（89) 同上，1971年6月28日。
（90) 『陸奥新報』1971年6月28日。
（91) 福島常作『文治先生行状記』〔北の街社，1978年〕，83頁。
（92) 秋山・福島，前掲書『津軽家の人びと』，244頁。
（93) ただ，竹中修一（衆議院議員）によれば，1972年11月の段階で，津島は「今
回の任期を以って隠退するつもりだった」，と発言している。だから，終生議員
でいるつもりはなかったようだ（竹中修一「恩賜の煙草」前掲書『清廉一徹』，
54頁）。
（94) 朝日新聞社青森支局編，前掲書，『風雪の人脈 第1部政治編』，32頁，選挙
資金を工面してくれたのは，側近の三和精一（後に衆議院議員）であった。津
島自身も妻のれいに「これから選挙に金がかかるから，こしらいておかねば」
と語っている。金木の斜陽館は当時の価格，250万円で売れた。だが，税金や借
金の返済で残ったのは100万円にすぎなかった（秋山・福島，前掲書『津島家の
人びと』，172～173頁）。津島にとって，1946年の衆議院選，1947年の知事選と
続き，経済的にかなり苦しい時期であった，と思われる。
（95) 木村良一『青森県知事選挙』〔北の街社，1998年〕，21～22頁，津島派の中で，
選挙資金を担当していたのが，金木の傍島正守である。傍島は1937年4月の衆
議院総選挙の時，既に津島文治の選挙長を務めている。傍島は父以来の側近で，
小学校校長退職後，金木銀行取締役となり，頭取の文治と親しく，津島の政治
活動，選挙運動に欠かせない存在（＝懐刀）となった。津島は，選挙費用関係
は傍島に一切まかせていた。傍島は文治の従妹・二女ふみを妻にしており，津
島家とは親類だ。傍島は後に金木町取入役を経て県議に転じている（高橋興
『津軽選挙─地方政治における権力の構造』〔北の街社，1987年〕，132頁，中村
清次郎「名利にこだわらず」）前掲書『清廉一徹』，108頁，津島康一・東郷克美
「太宰治と津軽家の人びと」『国文学─解釈と教材の研究』第32巻1号〔1989年
1月〕，41頁。
（96) 藤田正明「真摯の政治家」前掲書『清廉一徹』，65～66頁，津島は晩年，自民
党やり方を次のように批判，傾聴に値する。「近ごろの自民党のやり方は，各論
ばかりやたらに多くて総論に当たるものがなさすぎてじつにつまらない。騒ぎ
たてると金をだす。何でも金で処理しようとする。金さえ出せば何でも決まる
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ように思う悪い癖がついている」（田澤吉郎「私の津島さま」前掲書『清廉一
徹』，165頁）。
（97) 津島雄二，津島恭一，および津島淳については，藤本，前掲書『戦後青森県
の保守・革新・中道勢力─青森県選出の国会議員』において論じた。本章では，
リベラルとは，「国家・集団・権威などによる統制に対し，個人が自由に判断・
決定する事が可能で，自己決定権を持つとする思想・体制・傾向などを指す意
味」，で用いている。
（2018年4月1日，脱稿)
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